
 

 団体名 

渡名喜村立渡名喜中学校 

 連絡先  ＴＥＬ：０９８－９８９－２００５ 

    Ｅメール：tonaki-cyuu@tonaki.ed.jp 

 

 １ 実践事項（②カリキュラムマネジメント 教科横断的な取組等） 

「自ら進んで考える力を身につけた生徒の育成」 

 ２ 実践内容 

  ＜自ら進んで考える力の育成に向けた取組＞ 

① 基礎・基本の確実な定着 

〇 自ら進んで考える力を育むためには、これまでに身につけた知識・技能を生かして思考・ 

判断・表現することが重要である。本校の実態として、既習の知識・技能の定着に課題の 

あるため、以下の取組を実践している。 

   イ）毎週木曜日放課後のチャレンジタイム 

         ・苦手克服のため、10問程度の暗記や計算問題を中心に行い、生徒は全問正解する 

          まで挑戦する。 

ロ）定期テスト前に生徒の苦手克服のための補習指導 

② 自学自習力の育成（家庭学習の工夫） 

    ○ 家庭学習振り返りシートを活用し、日々の家庭学習の時間を記入し、教科のバランスや学

習時間・学習内容等を自分でチェックして偏りがないように調整しながら学習する取組。 

    ○ 各教科担当が毎日確認し、評価やアドバイスを行う。 

 

 ３ 説明資料（家庭学習振り返りシートの一部） 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ４ 成果 

 ○ チャレンジタイムでは全問正解まで何度でも問題に取り組むという環境から、こつこつ粘り強く

取り組む生徒が増えている。 

 ○ 生徒アンケートでは、放課後補習が自分のためになっているという生徒が 90％であり、生徒自身

が達成感を感じている。 

 ○ 生徒どうしで教え合いの機会も増え、全体で取り組む姿も見られた。 

 ５ 課題 

 ● 「問い」を生かした授業作りを組織的に実践する。 

● 既習事項の定着を図るため、定期テスト等でも同じ内容をくり返し出題する必要がある。 

 ● 知識・技能を活用する記述問題等に取り組む機会を増やす。 

〇自分に必要な教科の学習

内容を考えて取り組む。 

 

〇自ら計画し実践する力を

育む手立てとして活用して

いる。 
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